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示す L,nhこlnCedsrnこ111rI,Stを認iJlた.LJIMtく1:施行

7例仝例で ′rlで low,Tヱで highintcns巾,を示 し.

人きさは7-1(it平均 12.i-+)rnnl.2例Ilr_施行tた Gd

造影では壁が増強効果を示 したB⑥ 脳ぬ管写 :施行2

例で松果体部をこ鼎常は認めず,⑤ 感轟マーカ-:AFP

5,針 Ⅰ-i(:(_;･1.(､1･:A 3例で検索 し全て正常.漣1lollow-

up:嶺-43(平均1釦 ヶ月の経過観察で sym郎omatic

になったり魔歯性増太を示 した例はなし

C-.T.う〕脳梗塞の酎;EIT!:異種iこ発見された intra-
sellこlrar(lChnoidL･yStL7)l例

憲警江警姦:藁欝 等豊 潤 欝病院脇槻 )

柑 厳 を鰭 大学脳神経)

ある机 下重体腺鹿,頭義咽頭渡,ラトケ藤胞等との鑑

別が常に問題となる.今圃我利 豊脳梗塞の発症を粟鍵に

発見さ′ナl上 itltrこISe=こlrこ_lrこiL･hllOi(IL､)･sl}:･:経験 した(,71

で若干の文献的考察を加え報告する.

症例｣工6こけ女一作.平成L'隼1川 7tl′突然に古1-.卜肢L')

･IL二~し,:r:E十LiLILIt.二日†後に来院.神経学的にはT■1-j側視力

低卜,両圧倒半hL,左視神経萎縮./]-トト肢し･1沌｢洋異一常

を認めた一頭蓋単純軍で恒レコ鞍の拡充を認め,CT で

はトル:ゴ鞍から鞍上部にかけて感触後病変を認めた,造

影剤をこよる増強効果はなかった.内分泌検査ではプロラ

''+ンLT沌堅.,[隻卜好手:l認拙J∴ lT'IltOrionこ_ll;lr)I:)rいLICtlに

て手術を施行 Lトルコ鞍から鞍上 前頭蓋底にクモ膜様

waliを有する eystを認めた血摘出した cystwauは

タ羊膜であった奇術艶 視力,視野障害の改善を認めた,

C.8-1) 牲細胞性陸将 (gtll-m LIL.lltu111いr)(7)脳

転移

高松 秀TT;-･佐 卜 限朗
諌山
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肱細胞性腫晦 は,(,T111CLllttumor)は 胎牛(う遇にYHlk

sL,lCか∴発牛した原好冊1細胞 Ll)ri111日r(~liL,ll拷(-,nll｡(~､旧

が成熟 した駈細胞すなわち晴子や卵子をこなるまでの時期

に発生した渡藤の賂称である. したがって出現する部位

としては,男女性腺から発生する性腺膿慶が多いが,性

腺以外からも発生し触静部,離隔,後腐膜,脳などにみ

られ これら性腺外腰癌は迷入遮残 した原始腔細胞が母

娘であると理解されている .

脳神経外科蘭域では頭蓋内原発の匪細胞後藤癌はよと駿

的多く経験 されるが,転移性の本腰癌は必ずしも多くは

なく報告例 も少ない.演者らは過去7年間をこ3例の賑細

胞性腰痛の脳転移例を経験 した.いずれも男子で2例は

率丸原発の性腺感感であり,1例は艇隔原発の性腺外腺

癌である.これら原発性鮭細胞腰癌の生物学約時教,原

発巣と転移巣との組織学的所見の相違,旺細胞性感藤脳

転移の臨床像,治療上の留意点などをこついてのべる,

(㍗-8--2ト 大脳基底核部 genninomllL･り1例
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頭蓋内原発 L,(1rminomL,1こし 松果体部,鞍上部に好

発し.人脳基氏核に発牛するハは比較的稀で.MIくl所

見の報告はきわめて少ない.またぎ病側大脇半球の萎縮

を伴 う特徴的所見は,皮質,皮質下の Waller変性に

よるものと終澄されている,奪回,我々は東脳基底鱗部

LT(､=11i11(1tllilを,経験 したし･ヲ~lて.し'′l'･SPI工(:'′l'･九;11く1㌢

授示 し 若干の文献的考察を加えて報告する書

【症例】9歳ワIf,LLZ..19肘 隼Ltij日払い).･I汗 妓ハ摘力

もみられ当科受診中右不全片腕棒と着上肢の筋萎縮を認

{V,!∴ (一､一t､上 <t.-.I机 -t核に hi阜てIl.rkHs巾,､し:刷帥r堀端i_

払左がLILr-畑†二.MttlL 'ト ＼＼･J卜こ -部 1(1W T.:[トー)

llighsiLllこtlintt･‖silT.'1､[≠'ト'1(:,(i---i)Ill)八でt.､Illl11日｡(､

される所見であった中

C1813) 嚢胞性病愛 を望 した桧晃体部竃甥多膿の 1
例
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藤胞性病変を主体とする松農林部腰痛で,奇形厳が疑

われた症例を経験 した.症例は60歳の男性で,1990年

7日車fl]iり肺鼠 吐気が出現し入院した.(_yrsLILln,Mtく】
では,松果体部から小脳にかけて-｡部脂肪組織を有する

腰癌を認め,enhameeはきれなかった.8月29日に,

古 いし､し-itlit;llTrこ附くtt,nTori.･llこItlI17-(1il(､h にて手術,tFT_･行--

た.膿壕は嚢胞陵で薄い被膜をこ包まれ,充実性部分は認

めなかった.内容液は約 8m且で黄色,液性を豊してい

た,被膜をできる限り切除 し,褒胞を開放した.病理組

織学的には承胸壁は乳頭状円柱上皮構造で,山部に腺組

織を有 していた.脂肪組織の存在,内容液の性状,また


